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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する 
四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 31,689 8.6 1,732 △4.6 1,755 △3.0 1,169 △3.4 

29年３月期第２四半期 29,186 0.9 1,816 30.8 1,809 32.9 1,210 42.0 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 2,008 百万円 （139.8％）   29年３月期第２四半期 837 百万円 （80.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 76.92 － 

29年３月期第２四半期 79.63 － 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が
行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第２四半期 95,166 43,338 44.5 2,787.61 

29年３月期 95,230 41,797 42.9 2,686.30 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 42,385 百万円   29年３月期 40,845 百万円 
（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が

行われたと仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 
 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 4.00 － 6.00 10.00 

30年３月期 － 4.50       

30年３月期（予想）     － 22.50 － 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期
末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合を考
慮しない場合の平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金は４円50銭となり、１株当たり年間配当金は９円00銭となります。詳
細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。 

 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 59,700 2.8 3,350 △1.6 3,280 △3.9 2,180 24.3 143.37 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の連結業績予想における
１株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説
明、その他特記事項」をご覧ください。 

 
 



※  注記事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社   、除外  －社 

 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料 P.9「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 15,217,747 株 29年３月期 15,217,747 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 12,732 株 29年３月期 12,732 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 15,205,015 株 29年３月期２Ｑ 15,205,180 株 

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併
合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」および「期中平均株式数」を算定しております。 

 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料 P.3「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（株式併合後の配当および連結業績予想について） 

当社は、平成29年６月29日開催の第170期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10

月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。 

なお、株式併合考慮前に換算した平成30年３月期の配当予想および連結業績予想は以下のとおりとなります。 

１．平成30年３月期の配当予想 

１株当たり配当金  第２四半期末 ４円50銭（注１）  期末 ４円50銭（注２） 

２．平成30年３月期の連結業績予想 

１株当たり当期純利益  通期 28円67銭 

（注１）第２四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。 

（注２）株式併合考慮前に換算した配当額です。 

（注３）平成30年３月期の年間配当金（株式併合考慮前）は９円00銭となります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業活動や個人消費の回復などを背景に、景気は緩やかな回

復基調で推移いたしました。 

このような経済情勢にあって、物流業界では国内貨物、輸出入貨物の荷動きはともに堅調に推移しました。ま

た、不動産業界では都市部におけるオフィスビルの空室率は低下傾向にあるものの、賃料相場の上昇は小幅に留ま

り、引き続き厳しい状況で推移しました。 

このような事業環境のもと、当社グループは、当期を初年度とする３ヵ年の中期経営計画「Step Up 2019」を策

定し、新たな事業戦略のもと積極的な営業活動を展開いたしました。物流事業においては、消費財を中心とした物

流センター運営や高付加価値業務の拡大のほか、国内外の拠点における新規営業活動に努めてまいりました。ま

た、不動産事業においては、既存施設の計画的な保守および改良工事を実施し、安定的な収益基盤の維持強化に努

めました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は、物流事業において消費財を中心に倉庫業務、港湾運送業

務、陸上運送業務、国際輸送業務の取扱いが増加したことにより、前年同期比25億３百万円（8.6％）増の316億８

千９百万円となりました。営業利益は、物流事業での業務拡大に伴う作業費の一時的な増加のほか、新業務システ

ム稼働に伴う費用や人件費など全社費用の増加により、同８千３百万円（4.6％）減の17億３千２百万円となりま

した。経常利益は、営業利益の減少に加え、持分法投資損失が増加したものの、受取配当金の増加や、資金調達費

用の減少により、同５千４百万円（3.0％）減の17億５千５百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四

半期純利益は、土地等の固定資産売却益を特別利益に計上したことにより、同４千１百万円（3.4％）減の11億６

千９百万円となりました。 

 

当社グループのセグメントの概況は、次のとおりであります。

① 物流事業 

倉庫業務は、食品、飲料や日用品などの取扱いが増加し保管、入出庫、流通加工業務が好調に推移したことか

ら、営業収益は前年同期比５億６千万円（8.9％）増の68億５千２百万円となりました。 

港湾運送業務は、輸入荷捌業務の取扱いが増加したほか、輸出貨物の船内荷役業務も堅調に推移したことによ

り、営業収益は前年同期比４億６千６百万円（17.0％）増の32億１千２百万円となりました。 

陸上運送業務は、食品、飲料、非鉄製品および輸出入貨物の輸配送業務が増加したことにより、営業収益は前年

同期比７億４千万円（5.0％）増の154億７千３百万円となりました。 

国際輸送業務は、輸出入航空貨物や輸出海上貨物の取扱いが増加したほか、香港、ベトナムにおける海外現地法

人の取扱いも増加し、営業収益は前年同期比６億４千８百万円（40.0％）増の22億７千１百万円となりました。 

その他の物流業務は、物流施設賃貸業務の稼働率向上などにより、営業収益は前年同期比９千５百万円

（9.8％）増の10億７千万円となりました。 

この結果、物流事業全体の営業収益は前年同期比25億１千１百万円（9.5％）増の288億８千万円となりました。

営業費用は、業務拡大に伴う作業費の一時的な増加や施設賃借費用の増加などにより、前年同期比24億４千１百万

円（9.7％）増の275億５千４百万円となりました。以上により、営業利益は前年同期比７千万円（5.6％）増の13

億２千５百万円となりました。 

 

② 不動産事業 

前期中に実施した一部施設の賃料改定により不動産賃貸収入が減少し、営業収益は前年同期比１千万円

（0.4％）減の28億５千万円となりました。営業費用は、賃貸ビルの修繕費や減価償却費などが減少し、前年同期

比２千８百万円（1.9％）減の14億４千４百万円となりました。以上により、営業利益は前年同期比１千７百万円

（1.3％）増の14億６百万円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債、純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の時価評価による増加があったものの、固定資産の減価

償却による減少等により、前連結会計年度末に比べ６千３百万円減少し、951億６千６百万円となりました。 

負債については、借入金の約定返済が進んだこと等により、前連結会計年度末に比べ16億４百万円減少し、518

億２千８百万円となりました。

また、純資産については、配当金の支払いがあったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上およびそ

の他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ15億４千１百万円増加し、433億３千８百万円

となりました。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末より1.6ポイント増加し、44.5％となりました。

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローの増加がありま

したが、投資活動によるキャッシュ・フローおよび財務活動によるキャッシュ・フローの減少により、全体で23億

６千６百万円の減少となり、現金及び現金同等物の四半期末残高は、76億１千４百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払いがあったものの、税金等調整前四半期純利益の計上お

よび減価償却費による資金留保等により11億３千１百万円の増加（前年同四半期比12億７千２百万円の減少）とな

りました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出、無形固定資産の取得による支出および

投資有価証券の取得による支出等があったため、16億７千４百万円の減少（前年同四半期比６百万円の減少）とな

りました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の約定返済や配当金の支払いがあったため、18億１千５百万

円の減少（前年同四半期比４億１百万円の減少）となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第２四半期の連結業績は概ね期初予想に沿ったところで推移しておりますの

で、平成29年８月７日に公表した通期の連結業績予想を据え置いております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,590 5,960 

受取手形及び取引先未収金 10,800 12,319 

有価証券 3,500 3,700 

その他 2,027 1,999 

貸倒引当金 △9 △12 

流動資産合計 24,908 23,966 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 31,706 30,930 

土地 17,837 17,699 

その他（純額） 1,858 1,735 

有形固定資産合計 51,402 50,365 

無形固定資産 2,340 2,216 

投資その他の資産    

投資有価証券 14,586 16,604 

その他 2,021 2,047 

貸倒引当金 △40 △40 

投資その他の資産合計 16,568 18,612 

固定資産合計 70,310 71,194 

繰延資産 10 5 

資産合計 95,230 95,166 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 4,748 4,880 

短期借入金 5,254 8,179 

1年内償還予定の社債 － 7,000 

未払法人税等 943 682 

引当金 563 552 

その他 2,593 1,955 

流動負債合計 14,104 23,249 

固定負債    

社債 7,000 － 

長期借入金 23,787 19,532 

長期預り金 4,664 4,769 

退職給付に係る負債 2,445 2,430 

その他 1,431 1,845 

固定負債合計 39,328 28,579 

負債合計 53,433 51,828 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,847 7,847 

資本剰余金 5,681 5,683 

利益剰余金 23,278 23,991 

自己株式 △23 △23 

株主資本合計 36,783 37,498 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,484 5,428 

為替換算調整勘定 △206 △364 

退職給付に係る調整累計額 △216 △176 

その他の包括利益累計額合計 4,061 4,886 

非支配株主持分 951 952 

純資産合計 41,797 43,338 

負債純資産合計 95,230 95,166 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業収益    

倉庫保管料 3,316 3,592 

倉庫荷役料 2,975 3,259 

荷捌料 4,520 5,650 

陸上運送料 14,728 15,467 

物流施設賃貸料 742 780 

不動産賃貸料 2,821 2,815 

その他 81 123 

営業収益合計 29,186 31,689 

営業原価    

作業費 18,304 20,127 

賃借料 1,316 1,519 

人件費 1,681 1,716 

減価償却費 1,204 1,263 

その他 3,244 3,502 

営業原価合計 25,752 28,129 

営業総利益 3,433 3,560 

販売費及び一般管理費 1,617 1,828 

営業利益 1,816 1,732 

営業外収益    

受取利息 18 22 

受取配当金 178 202 

その他 56 57 

営業外収益合計 253 282 

営業外費用    

支払利息 157 135 

持分法による投資損失 25 73 

その他 76 49 

営業外費用合計 259 258 

経常利益 1,809 1,755 

特別利益    

固定資産売却益 － 77 

特別利益合計 － 77 

税金等調整前四半期純利益 1,809 1,833 

法人税等 581 627 

四半期純利益 1,228 1,206 

非支配株主に帰属する四半期純利益 17 36 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,210 1,169 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 1,228 1,206 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 158 940 

為替換算調整勘定 △349 △103 

退職給付に係る調整額 41 40 

持分法適用会社に対する持分相当額 △241 △74 

その他の包括利益合計 △390 802 

四半期包括利益 837 2,008 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 889 1,995 

非支配株主に係る四半期包括利益 △51 13 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,809 1,833 

減価償却費 1,284 1,415 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △28 △14 

受取利息及び受取配当金 △197 △225 

支払利息 157 135 

持分法による投資損益（△は益） 25 73 

固定資産売却損益（△は益） △1 △87 

固定資産除却損 4 1 

売上債権の増減額（△は増加） △704 △1,524 

仕入債務の増減額（△は減少） △90 133 

その他 333 151 

小計 2,592 1,897 

利息及び配当金の受取額 196 224 

利息の支払額 △172 △135 

法人税等の支払額 △212 △854 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,403 1,131 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,385 △1,524 

定期預金の払戻による収入 1,369 1,498 

有形固定資産の取得による支出 △475 △779 

有形固定資産の売却による収入 7 209 

無形固定資産の取得による支出 △259 △273 

投資有価証券の取得による支出 △885 △805 

貸付けによる支出 △47 － 

貸付金の回収による収入 8 0 

その他 1 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,668 △1,674 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △36 △505 

長期借入れによる収入 6,100 700 

長期借入金の返済による支出 △7,125 △1,525 

配当金の支払額 △304 △456 

非支配株主への配当金の支払額 △9 △8 

リース債務の返済による支出 △12 △18 

その他 △25 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,413 △1,815 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35 △7 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △714 △2,366 

現金及び現金同等物の期首残高 7,289 9,981 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,575 7,614 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算) 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
  

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  物流事業 不動産事業 合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

営業収益          

外部顧客に対する営業収益 26,364 2,821 29,186 － 29,186 

セグメント間の内部営業収
益又は振替高 

4 39 43 (43) － 

計 26,368 2,861 29,229 (43) 29,186 

セグメント利益 1,255 1,388 2,643 (827) 1,816 

（注）１．セグメント利益の調整額△827百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に各セグメントに帰属しない親会社本社の管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  物流事業 不動産事業 合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

営業収益          

外部顧客に対する営業収益 28,874 2,815 31,689 － 31,689 

セグメント間の内部営業収
益又は振替高 

6 35 41 (41) － 

計 28,880 2,850 31,731 (41) 31,689 

セグメント利益 1,325 1,406 2,731 (999) 1,732 

（注）１．セグメント利益の調整額△999百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に各セグメントに帰属しない親会社本社の管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 
（重要な後発事象）

株式併合等

平成29年６月29日開催の第170期定時株主総会において、単元株式数の変更および株式の併合について承認可決

され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更し、また、普通株

式５株につき１株の割合で株式併合を実施いたしました。
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